
吉
屋
信
子
「
燃
ゆ
る
花
」『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
と
柳
原
白
蓮
、
村
岡
花
子

　　

久

米

依

子

　

を
主
人
公
と
す
る
『
花
物
語
』
の
中
で
は
異
色
作
と
い
え
る
「
燃
ゆ
る
花
」
で
あ

る
が
、
初
出
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
新
た
な
問
題
が
浮
上
し
た
。「
燃
ゆ
る
花
」

は
長
ら
く
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
一
〇
月
に
柳
原
白
蓮
が
起
こ
し
た
い
わ

ゆ
る
「
白
蓮
事
件
」
を
モ
デ
ル
に
書
か
れ
た
作
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
初
出
が

「
白
蓮
事
件
」
以
前
の
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
と
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
事
件
と

の
関
連
は
考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
神
戸
啓
多
は
、
掲
載
誌
判
明
の
新
調
査
に
基
づ
き
、「
本
作
は

吉
屋
が
一
九
二
一
年
の
白
蓮
事
件
に
着
想
を
得
た
と
い
う
吉
武
輝
子
の
記
述
を
先

行
論
は
し
ば
し
ば
踏
襲
し
て
き
た
」
が
、「
燃
ゆ
る
花
」
は
「
白
蓮
事
件
と
切
り

離
し
て
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（「
差
異
が
拓
く
〈
聖
域
〉
―
―
―
吉
屋
信

子
『
花
物
語
』「
燃
ゆ
る
花
」
と
「
心
の
花
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
関
西
近
代
文
学
』
第

三
号
、
二
〇
二
四
年
三
月
（
（
（

）
と
断
定
し
、
山
田
昭
子
も
「
燃
ゆ
る
花
」
の
「
先
行
研

究
に
お
い
て
柳
原
白
蓮
事
件
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
事
実
は
再
考
す
べ
き

で
あ
ろ
う
」（『
吉
屋
信
子
―
―
小
説
の
枠
を
超
え
て
』
春
風
社
、
二
〇
二
四
年
七
月
「
Ⅰ

　

第
二
章
」
六
三
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
確
か
に
、「
燃
ゆ
る
花
」
の
『
婦
人
界
』
掲
載
は
い
わ
ゆ
る
「
白
蓮
事
件
」
よ

り
も
三
年
近
く
早
く
、
こ
の
事
件
を
ヒ
ン
ト
に
着
想
さ
れ
た
作
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
し
か
し
作
中
の
既
婚
女
性
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
柳
原
白
蓮
を
排
除
す
る
必
要

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。「
燃
ゆ
る
花
」
が
描
い
た
の
は
、
世
に
名
高
い
い
わ
ゆ
る

は
じ
め
に

　
吉
屋
信
子
の
『
花
物
語
』
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
七
月
に
『
少
女
画
報
』

で
連
載
が
開
始
さ
れ
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
ま
で
同
誌
に
掲
載
後
、
最
後
は

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
『
少
女
倶
楽
部
』
に
移
り
一
年
ほ
ど
の
連
載
後
、終

了
し
て
い
る
。
十
年
近
い
連
載
に
、
い
か
に
読
者
に
愛
好
さ
れ
人
気
が
あ
っ
た
か

が
示
さ
れ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
連
載
の
間
に
、
少
女
雑
誌
誌
以
外
に
も
『
花

物
語
』の
作
品
が
発
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
近
年
の
研
究
で
判
明
し
て
い
る
。『
花

物
語
』
の
最
初
の
単
行
本
の
第
二
集
（
洛
陽
堂
、一
九
二
〇
［
大
正
九
］
年
二
月
）
所

収
作
品
「
燃
ゆ
る
花
」
が
、既
婚
女
性
向
け
雑
誌
『
婦
人
界
』（
東
京
社
、一
九
一
七

［
大
正
六
］
年
九
月
～
一
九
二
二
［
大
正
一
一
］
年
一
一
月
）
の
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年

一
月
か
ら
四
月
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。『
婦
人
界
』の

発
行
元
は
『
花
物
語
』
連
載
中
の
『
少
女
画
報
』
と
同
じ
東
京
社
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
依
頼
が
し
や
す
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
「
燃
ゆ
る
花
」
の
『
婦

人
界
』
で
の
目
次
の
表
記
は
「
某
宗
教
女
学
校
の
ロ
マ
ン
ス
」
と
あ
り
、『
花
物

語
』
の
一
編
で
あ
る
と
い
う
表
示
は
目
次
・
本
文
と
も
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
一

応
、
他
誌
の
連
載
シ
リ
ー
ズ
の
名
を
避
け
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
に
少
女
雑
誌
の
掲
載
で
は
な
く
、
主
婦
層
向
け
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、

ま
た
内
容
的
に
も
既
婚
夫
人
の
家
出
事
件
を
扱
う
と
い
う
、
主
と
し
て
少
女
た
ち

吉
屋
信
子
「
燃
ゆ
る
花
」『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
と
柳
原
白
蓮
、
村
岡
花
子

一
〇
七
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一
九
二
一
年
の
「
白
蓮
事
件
」
―
―
柳
原
白
蓮
が
炭
鉱
王
と
呼
ば
れ
た
夫
・
伊
藤

伝
右
衛
門
へ
の
絶
縁
状
を
新
聞
に
公
開
し
て
年
下
の
活
動
家
・
宮
崎
龍
介
の
も
と

に
出
奔
し
た
事
件
―
―
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
、
白
蓮
の
最
初
の
離
婚
後
の
動

静
に
基
づ
く
作
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
作
品
か
ら
「
切
り
離
し
」（
神
戸
啓

多
）、「
再
考
す
べ
き
」（
山
田
昭
子
）
で
あ
る
の
は
、い
わ
ゆ
る
一
九
二
一
年
の
「
白

蓮
事
件
」
で
あ
っ
て
、
白
蓮
そ
の
人
が
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
問
題
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　一

　
ま
ず
始
め
に
、「
燃
ゆ
る
花
」
の
梗
概
を
確
認
し
て
お
く
。
引
用
は
『
吉
屋
信
子

全
集
』
第
一
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
三
月
）
に
拠
る
。

　
雪
深
い
北
国
の
都
会
に
、
寄
宿
舎
を
備
え
た
古
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
が
あ

り
、
正
月
二
日
の
吹
雪
の
夜
に
コ
ー
ト
に
雪
を
積
も
ら
せ
て
一
人
の
女
性
が
裏
門

か
ら
訪
れ
た
。
本
科
四
年
生
の
春
藤
み
ど
り
が
「
細
面
の
美
し
い
顔
」
の
そ
の
女

性
を
校
主
の
ミ
ス
・
ワ
グ
ナ
ー
の
部
屋
に
案
内
す
る
と
、
女
性
は
「
あ
で
な
る
姿
」

で
ミ
ス
・
ワ
グ
ナ
ー
の
胸
に
倒
れ
か
か
っ
た
。

　
冬
休
み
が
終
わ
り
、「
若
い
人
妻
ら
し
い
」
女
性
は
「
ミ
セ
ス
・
片
岡
」
と
呼
ば

れ
、
英
文
専
攻
科
生
と
な
る
。
ミ
セ
ス
と
い
っ
て
も
、
独
立
を
志
す
未
亡
人
や
、

夫
の
洋
行
中
に
専
攻
科
に
入
る
夫
人
も
い
る
た
め
、
級
の
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ほ
ど

驚
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
人
の
「
寂
し
い
美
し
い
姿
」
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
み
ど

り
は
片
岡
夫
人
と
同
室
に
な
り
、「
あ
わ
れ
な
馬
鹿
な
飼
い
鳥
が
籠
を
ぬ
け
出
て
こ

の
お
部
屋
へ
飛
び
こ
ん
だ
と
思
っ
て
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
頂
戴
な
。
世
界
の
中う
ち

で
私
の
魂
の
や
す
み
場
所
は
、
た
っ
た
一
つ
此
の
お
部
屋
の
中う
ち

ば
か
り
な
ん
で
す

の
」
と
言
わ
れ
、「
私
―
―
あ
の
お
侍こ
し
も
と女

に
な
り
ま
す
の
、
美
し
い
お
妃き
さ
きの

―
―
」

と
答
え
る
。
片
岡
夫
人
の
素
性
が
分
か
ら
ぬ
ま
ま
、
や
が
て
校
内
で
は
夫
人
の
魅

力
に
み
ど
り
が
酔
わ
さ
れ
た
と
し
て
夫
人
を
「
不
思
議
な
魔
女
」
と
呼
び
、
み
ど

り
を
「
魔
女
の
小
さ
い
侍じ

女じ
ょ

」
と
笑
う
声
が
あ
が
る
。
し
か
し
み
ど
り
は
「
な
ん

の
恐
れ
も
恥
も
感
じ
」
な
か
っ
た
。

　
或
る
日
、
片
岡
夫
人
に
面
会
を
求
め
る
婦
人
が
訪
れ
、
会
う
の
を
嫌
が
る
片
岡

夫
人
の
代
わ
り
に
み
ど
り
が
応
対
す
る
と
、
婦
人
は
片
岡
の
「
若
奥
様
」
は
「
片

岡
の
長
者
」
と
呼
ば
れ
る
「
鉱
山
王
」
の
令
夫
人
だ
が
、「
何
十
万
の
財
産
も
お
邸

も
み
な
振
捨
て
て
あ
の
雪
の
日
に
、
昔
生
徒
で
い
ら
っ
し
た
こ
の
学
校
へ
逃
げ
て

い
ら
っ
し
た
」
と
説
明
し
、
夫
人
を
邸
へ
連
れ
戻
り
た
い
と
告
げ
る
。
み
ど
り
は

ワ
グ
ナ
ー
先
生
の
不
在
を
理
由
に
婦
人
に
帰
っ
て
も
ら
う
が
、
後
日
、
無
礼
な
男

が
現
れ
、
一
万
円
払
う
か
ら
片
岡
夫
人
を
渡
せ
と
ワ
グ
ナ
ー
先
生
に
迫
る
。
先
生

が
断
る
と
男
は
「
後
悔
す
る
な
ッ
」
の
捨
て
台
詞
を
吐
い
て
去
っ
た
。
そ
し
て
あ

る
明
け
方
、
校
舎
が
火
事
に
な
っ
た
が
、
助
け
に
入
っ
た
ワ
グ
ナ
ー
先
生
に
片
岡

夫
人
は
早
く
逃
げ
る
よ
う
に
言
い
、「
焔
は
汚
れ
た
も
の
を
浄
化
さ
せ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
部
屋
の
中
で
一
歩
も
動
か
ず
、
み
ど
り
は
そ
の
前
に
膝
ま

づ
い
て
い
た
。「
二
つ
の
影
」
は
「
紅ぐ
れ
ん蓮

の
焔
の
中
に
咲
く
真
白
き
花
」
と
し
て

「
葩
は
な
び
らを

散
ら
し
」
た
。

　
以
上
が
梗
概
で
あ
る
。「
鉱
山
王
」
の
邸
宅
か
ら
夫
人
が
逃
げ
出
す
、と
い
う
点

で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
白
蓮
事
件
」
と
同
じ
設
定
で
あ
る
が
、「
燃
ゆ
る
花
」
の
片
岡

夫
人
は
駆
け
落
ち
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
っ
た
一
人
で
母
校
に
逃
げ
込
ん
で
い

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
物
語
は
、作
品
発
表
時
の
柳
原
白
蓮
の
境
遇
（
炭
鉱
王
と
呼

ば
れ
た
伊
藤
伝
右
衛
門
の
妻
で
あ
る
こ
と
）
と
、以
前
の
白
蓮
の
最
初
の
離
婚
後
の
行

動
（
東
洋
英
和
女
学
校
に
入
学
）
を
接
合
し
、
婚
家
か
ら
逃
げ
出
し
た
人
妻
が
母
校

に
頼
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
た
も
の
で
、
一
九
二
一
年
の
「
白
蓮
事

件
」
が
起
こ
る
前
で
も
着
想
は
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、「
燃
ゆ
る
花
」
が
い
わ
ゆ
る
「
白
蓮
事
件
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う

情
報
は
、
先
述
の
神
戸
啓
多
が
述
べ
る
よ
う
に
、
吉
武
輝
子
の
『
女
人

　
吉
屋
信

一
〇
八

子
』（
一
九
八
二
年
一
二
月
、
文
藝
春
秋
）
の
以
下
の
記
述
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

　

 

こ
の
〈
燃
ゆ
る
花
〉
は
、
大
正
十
年
十
月
二
十
二
日
、「
朝
日
新
聞
」
の
社

会
面
を
覆
い
つ
く
す
よ
う
な
か
た
ち
で
報
道
さ
れ
た
柳
原
燁あ
き

子
と
宮
崎
龍
介

の
恋
愛
事
件
に
激
し
く
心
を
動
か
さ
れ
た
信
子
が
、
そ
の
夜
、
一
気
に
書
き

上
げ
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
燁
子
と
大
正
天
皇
と
は
い
と
こ
に
あ
た
る
。

そ
の
女ひ
と

が
、名
声
と
富
に
か
こ
ま
れ
た
十
年
間
に
わ
た
る
結
婚
生
活
を
捨
て
、

宮
崎
滔
天
の
息
子
で
あ
る
、
七
歳
年
下
で
、
社
会
主
義
者
の
弁
護
士
宮
崎
龍

介
の
も
と
に
走
っ
た
の
だ
か
ら
、
世
紀
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
さ
わ
が
れ
た
の

も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
信
子
の
こ
の
日
の
日
記
に
は
、
絶

縁
状
の
最
後
の
部
分
が
書
き
う
つ
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
片
岡
ま
す
に
殉

じ
て
火
の
中
に
若
き
い
の
ち
を
果
て
る
み
ど
り
は
、
信
子
の
分
身
で
あ
る
と

い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。（
吉
武
輝
子
『
女
人

　
吉
屋
信
子
』
文
藝
春
秋
、一
九
八
二

年
一
二
月
「
第
一
章

　
女
人
礼
賛
」
一
六
～
一
八
ペ
ー
ジ
）

　　
吉
屋
の
日
記
ま
で
引
き
合
い
に
出
し
て
の
記
述
で
あ
る
の
で
、
信
憑
性
が
あ
る

よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
「
燃
ゆ
る
花
」
は
雑
誌
連
載
四
回
に
わ
た
り
、『
花
物

語
』
の
中
で
は
中
編
と
い
っ
て
も
良
い
作
品
で
あ
り
、
と
て
も
一
晩
で
「
一
気
に

書
き
上
げ
た
」
と
は
思
え
な
い
。
吉
武
は
実
際
に
吉
屋
か
ら
話
を
聞
い
た
わ
け
で

は
な
い
ら
し
い
の
で（

（
（

、
情
報
の
取
り
違
え
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
こ
で
柳
原
白
蓮
の
前
半
生
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
柳
原
白
蓮（
一
八
八
五
～

一
九
六
七
）
は
本
名
柳
原
燁あ
き

子
、
伯
爵
で
あ
り
明
治
政
府
の
高
官
を
務
め
た
柳
原

前
光
（
一
八
五
〇
～
一
八
九
四
）
を
父
と
し
て
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
生
ま
れ

た
。
前
光
の
妹
の
愛
子
は
大
正
天
皇
の
生
母
で
あ
る
。
燁
子
の
生
母
・
奥
津
り
ょ
う�

（
一
八
六
七
～
一
八
八
八
）
は
、
外
国
奉
行
も
務
め
た
旗
本
の
新
見
正
興
の
娘
だ
が
、

生
後
の
翌
年
に
父
が
死
去
、
り
ょ
う
は
奥
津
家
の
養
女
と
な
っ
て
柳
橋
の
芸
者
に

出
た
。
美
貌
で
有
名
に
な
り
、
前
光
に
囲
わ
れ
、
一
八
歳
で
燁
子
を
生
む
。
燁
子

は
生
後
間
も
な
く
柳
原
家
の
養
女
と
な
る
が
、
生
母
は
三
年
後
、
父
は
燁
子
が
小

学
生
の
時
に
死
去
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
柳
原
家
の
一
族
で
あ
る
北
小
路
子
爵
家
と
の

縁
談
が
進
み
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
一
五
歳
で
北
小
路
家
の
長
男
資
武

と
結
婚
、
翌
年
男
児
を
生
む
。
し
か
し
資
武
と
折
り
合
い
が
悪
く
、
一
九
〇
五
年

に
離
婚
。
離
婚
後
は
実
家
で
ほ
ぼ
幽
閉
状
態
に
置
か
れ
た
が
、
一
九
〇
八
（
明
治

四
一
）
年
に
東
洋
英
和
女
学
校
に
入
学
、
寄
宿
舎
に
入
る
。
そ
こ
か
ら
佐
佐
木
信

綱
家
に
通
っ
て
短
歌
を
学
び
、『
心
の
花
』
に
歌
が
載
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
一
一

（
明
治
四
四
）
年
に
筑
豊
の
炭
鉱
王
と
し
て
名
高
い
二
五
歳
年
上
の
伊
藤
伝
右
衛
門

（
一
八
六
〇
～
一
九
四
七
）
と
結
婚
、
福
岡
に
移
住
。「
筑
紫
の
女
王
」
と
呼
ば
れ
、

白
蓮
の
雅
号
で
歌
集
、
戯
曲
も
出
版
す
る
が
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
月
に

宮
崎
滔
天
の
息
子
で
社
会
主
義
活
動
家
の
宮
崎
龍
介
（
一
八
九
二
～
一
九
七
一
）
と

知
り
会
い
、
多
数
の
書
簡
を
交
わ
し
た
後
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
に
失
踪
し
、
滔

天
の
知
人
宅
に
身
を
寄
せ
る
。
二
二
日
に
伝
右
衛
門
宛
て
絶
縁
状
を
新
聞
紙
上
に

公
開
。
い
わ
ゆ
る
「
白
蓮
事
件
」
と
し
て
世
間
を
に
ぎ
わ
せ
、
伝
右
衛
門
と
離
婚

し
、
二
年
を
経
て
何
と
か
宮
崎
と
結
ば
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
一
年
の
「
白
蓮
事
件
」
は
、
華
族
出
身
の
妻
が
炭
鉱
王
で
あ
る
夫
へ
の

絶
縁
状
を
新
聞
に
公
開
し
、
別
の
男
性
の
も
と
へ
去
る
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
事
件
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
白
蓮
の
名
を
広
く
世
に

知
ら
し
め
た
。
事
件
以
前
の
白
蓮
も
歌
人
と
し
て
の
知
名
度
は
あ
っ
た
が
、
し
か

し
そ
れ
ま
で
の
言
動
が
世
間
に
詳
細
に
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
は
な
い
。
白
蓮
と

伝
右
衛
門
の
不
仲
を
指
摘
し
て
い
た
新
聞
記
事
と
し
て
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）

年
四
月
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
掲
載
の
十
回
シ
リ
ー
ズ
「
筑
紫
の
女
王
燁
子
」
が

あ
る
が
、
そ
こ
で
も
最
初
の
離
婚
と
東
洋
英
和
女
学
校
入
学
に
つ
い
て
は
以
下
の

よ
う
な
簡
潔
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

吉
屋
信
子
「
燃
ゆ
る
花
」『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
と
柳
原
白
蓮
、
村
岡
花
子

一
〇
九
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子
』（
一
九
八
二
年
一
二
月
、
文
藝
春
秋
）
の
以
下
の
記
述
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

　

 
こ
の
〈
燃
ゆ
る
花
〉
は
、
大
正
十
年
十
月
二
十
二
日
、「
朝
日
新
聞
」
の
社

会
面
を
覆
い
つ
く
す
よ
う
な
か
た
ち
で
報
道
さ
れ
た
柳
原
燁あ
き

子
と
宮
崎
龍
介

の
恋
愛
事
件
に
激
し
く
心
を
動
か
さ
れ
た
信
子
が
、
そ
の
夜
、
一
気
に
書
き

上
げ
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
燁
子
と
大
正
天
皇
と
は
い
と
こ
に
あ
た
る
。

そ
の
女ひ
と

が
、名
声
と
富
に
か
こ
ま
れ
た
十
年
間
に
わ
た
る
結
婚
生
活
を
捨
て
、

宮
崎
滔
天
の
息
子
で
あ
る
、
七
歳
年
下
で
、
社
会
主
義
者
の
弁
護
士
宮
崎
龍

介
の
も
と
に
走
っ
た
の
だ
か
ら
、
世
紀
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
さ
わ
が
れ
た
の

も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
信
子
の
こ
の
日
の
日
記
に
は
、
絶

縁
状
の
最
後
の
部
分
が
書
き
う
つ
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
片
岡
ま
す
に
殉

じ
て
火
の
中
に
若
き
い
の
ち
を
果
て
る
み
ど
り
は
、
信
子
の
分
身
で
あ
る
と

い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。（
吉
武
輝
子
『
女
人

　
吉
屋
信
子
』
文
藝
春
秋
、一
九
八
二

年
一
二
月
「
第
一
章

　
女
人
礼
賛
」
一
六
～
一
八
ペ
ー
ジ
）

　　
吉
屋
の
日
記
ま
で
引
き
合
い
に
出
し
て
の
記
述
で
あ
る
の
で
、
信
憑
性
が
あ
る

よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
「
燃
ゆ
る
花
」
は
雑
誌
連
載
四
回
に
わ
た
り
、『
花
物

語
』
の
中
で
は
中
編
と
い
っ
て
も
良
い
作
品
で
あ
り
、
と
て
も
一
晩
で
「
一
気
に

書
き
上
げ
た
」
と
は
思
え
な
い
。
吉
武
は
実
際
に
吉
屋
か
ら
話
を
聞
い
た
わ
け
で

は
な
い
ら
し
い
の
で（

（
（

、
情
報
の
取
り
違
え
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
こ
で
柳
原
白
蓮
の
前
半
生
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
柳
原
白
蓮（
一
八
八
五
～

一
九
六
七
）
は
本
名
柳
原
燁あ
き

子
、
伯
爵
で
あ
り
明
治
政
府
の
高
官
を
務
め
た
柳
原

前
光
（
一
八
五
〇
～
一
八
九
四
）
を
父
と
し
て
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
生
ま
れ

た
。
前
光
の
妹
の
愛
子
は
大
正
天
皇
の
生
母
で
あ
る
。
燁
子
の
生
母
・
奥
津
り
ょ
う�

（
一
八
六
七
～
一
八
八
八
）
は
、
外
国
奉
行
も
務
め
た
旗
本
の
新
見
正
興
の
娘
だ
が
、

生
後
の
翌
年
に
父
が
死
去
、
り
ょ
う
は
奥
津
家
の
養
女
と
な
っ
て
柳
橋
の
芸
者
に

出
た
。
美
貌
で
有
名
に
な
り
、
前
光
に
囲
わ
れ
、
一
八
歳
で
燁
子
を
生
む
。
燁
子

は
生
後
間
も
な
く
柳
原
家
の
養
女
と
な
る
が
、
生
母
は
三
年
後
、
父
は
燁
子
が
小

学
生
の
時
に
死
去
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
柳
原
家
の
一
族
で
あ
る
北
小
路
子
爵
家
と
の

縁
談
が
進
み
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
一
五
歳
で
北
小
路
家
の
長
男
資
武

と
結
婚
、
翌
年
男
児
を
生
む
。
し
か
し
資
武
と
折
り
合
い
が
悪
く
、
一
九
〇
五
年

に
離
婚
。
離
婚
後
は
実
家
で
ほ
ぼ
幽
閉
状
態
に
置
か
れ
た
が
、
一
九
〇
八
（
明
治

四
一
）
年
に
東
洋
英
和
女
学
校
に
入
学
、
寄
宿
舎
に
入
る
。
そ
こ
か
ら
佐
佐
木
信

綱
家
に
通
っ
て
短
歌
を
学
び
、『
心
の
花
』
に
歌
が
載
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
一
一

（
明
治
四
四
）
年
に
筑
豊
の
炭
鉱
王
と
し
て
名
高
い
二
五
歳
年
上
の
伊
藤
伝
右
衛
門

（
一
八
六
〇
～
一
九
四
七
）
と
結
婚
、
福
岡
に
移
住
。「
筑
紫
の
女
王
」
と
呼
ば
れ
、

白
蓮
の
雅
号
で
歌
集
、
戯
曲
も
出
版
す
る
が
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
月
に

宮
崎
滔
天
の
息
子
で
社
会
主
義
活
動
家
の
宮
崎
龍
介
（
一
八
九
二
～
一
九
七
一
）
と

知
り
会
い
、
多
数
の
書
簡
を
交
わ
し
た
後
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
に
失
踪
し
、
滔

天
の
知
人
宅
に
身
を
寄
せ
る
。
二
二
日
に
伝
右
衛
門
宛
て
絶
縁
状
を
新
聞
紙
上
に

公
開
。
い
わ
ゆ
る
「
白
蓮
事
件
」
と
し
て
世
間
を
に
ぎ
わ
せ
、
伝
右
衛
門
と
離
婚

し
、
二
年
を
経
て
何
と
か
宮
崎
と
結
ば
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
一
年
の
「
白
蓮
事
件
」
は
、
華
族
出
身
の
妻
が
炭
鉱
王
で
あ
る
夫
へ
の

絶
縁
状
を
新
聞
に
公
開
し
、
別
の
男
性
の
も
と
へ
去
る
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
事
件
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
白
蓮
の
名
を
広
く
世
に

知
ら
し
め
た
。
事
件
以
前
の
白
蓮
も
歌
人
と
し
て
の
知
名
度
は
あ
っ
た
が
、
し
か

し
そ
れ
ま
で
の
言
動
が
世
間
に
詳
細
に
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
は
な
い
。
白
蓮
と

伝
右
衛
門
の
不
仲
を
指
摘
し
て
い
た
新
聞
記
事
と
し
て
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）

年
四
月
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
掲
載
の
十
回
シ
リ
ー
ズ
「
筑
紫
の
女
王
燁
子
」
が

あ
る
が
、
そ
こ
で
も
最
初
の
離
婚
と
東
洋
英
和
女
学
校
入
学
に
つ
い
て
は
以
下
の

よ
う
な
簡
潔
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

吉
屋
信
子
「
燃
ゆ
る
花
」『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
と
柳
原
白
蓮
、
村
岡
花
子
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燁
子
は
北
小
路
を
去
つ
て
柳
原
家
に
帰
つ
て
か
ら
は
麻
布
の
英
和
女
学
校
に

通
ひ
其
の
余
暇
佐
佐
木
信
綱
博
士
に
就
て
和
歌
を
学
ん
だ
。（「
筑
紫
の
女
王
燁

子
」
第
三
回
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
一
八
［
大
正
七
］
年
四
月
一
四
日
）

　　
な
お
、
同
記
事
は
白
蓮
と
伝
右
衛
門
と
の
不
仲
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
記

述
し
て
い
る
。

　

良
人
伝
右
衛
門
氏
に
対
し
て
は
貴
族
的
の
本
性
を
あ
ら
は
に
見
せ
て
、
之
を

厭
ひ
避
け
ん
と
す
る
こ
と
甚
し
け
れ
ど
、
一
般
に
対
し
て
は
極
め
て
平
民
的

に
、
又
や
さ
し
く
温
和
な
り
（
第
七
回

　
四
月
一
八
日
）

　

さ
る
昵
懇
の
人
は
、
燁
子
が
伝
右
衛
門
氏
に
嫁
し
て
七
年
、
後
庭
の
夜
を
共

に
す
る
な
し
と
（
第
八
回

　
四
月
一
九
日
）

　

女
歌
人
と
し
て
の
生
涯
は
更
に
豊
か
に
、
更
に
広
い
領
分
を
得
て
行
く
か
も

知
れ
ぬ
が
人
妻
と
し
て
の
あ
た
り
ま
へ
な
不
幸
は
永
久
に
続
く
だ
ら
う
。

�

（
第
十
回
［
最
終
回
］
四
月
二
一
日
）

　　「
永
久
に
続
く
」
不
幸
と
ま
で
評
さ
れ
た
夫
婦
仲
が
、い
ず
れ
破
綻
す
る
こ
と
は

想
像
で
き
る
。
吉
屋
信
子
が
こ
の
連
載
記
事
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
白
蓮
と
伝
右
衛
門
の
不
仲
は
、
関
係
者
に
と
っ
て
は
あ
る
程
度
認
知

さ
れ
て
い
た
事
実
で
あ
り
、
そ
の
噂
に
の
っ
と
っ
て
「
燃
ゆ
る
花
」
は
構
想
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
「
燃
ゆ
る
花
」
で
片
岡
夫
人
に
心
酔
す
る
同
室
の
生
徒
の
名
は
、
白
蓮
が

愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
柳
原
家
伝
来
の
人
形
「
み
ど
り
丸
」
と
同
名
の
「
み
ど
り
」

で
あ
る
。
こ
の
「
み
ど
り
丸
」
に
つ
い
て
は
、
白
蓮
が
小
説
化
し
て
『
心
の
花
』

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
四
月
号
（
第
二
二
巻
第
四
号
）
に
掲
載
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、「
筑
紫
の
女
王
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
小
説
「
み
ど
り
丸
」
で
は
、

家
の
守
護
と
も
見
な
さ
れ
る
人
形
「
緑
丸
」
を
世
話
す
る
「
茶
知
姫
」
と
の
「
人

形
の
恋
」
が
語
ら
れ
、
姫
は
「
み
ど
り
様
―

　
そ
も
じ
の
外
に
誰
も
思
ひ
は
せ
ぬ

（
中
略
）
一
生
そ
も
じ
の
側
を
離
れ
は
せ
ぬ
」
と
語
り
か
け
て
い
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も「
燃
ゆ
る
花
」で
は
片
岡
夫
人
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
日
々

が
、
持
ち
込
ん
だ
豪
華
な
調
度
品
の
細
工
ま
で
鮮
や
か
に
描
か
れ
、
何
よ
り
、
燁

子
を
迎
え
入
れ
た
東
洋
英
和
女
学
校
の
実
在
の
校
長
ミ
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ア
を
思

わ
せ
る
ミ
ス
・
ワ
グ
ナ
ー
先
生
が
重
要
人
物
と
し
て
登
場
す
る
な
ど
、
燁
子
の
実

際
の
学
園
生
活
を
元
に
し
た
と
思
わ
れ
る
描
写
が
さ
ま
ざ
ま
に
見
出
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
燁
子
の
学
園
生
活
に
関
す
る
細
密
な
情
報
を
、
吉
屋
は
ど
こ
か
ら
得
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
同
じ
く
東
洋
英
和
女
学
校
の
寄
宿
生

と
し
て
、
燁
子
の
親
友
に
な
っ
た
と
い
う
村
岡
花
子
（
一
八
九
三
～
一
九
六
八
）
か

ら
得
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　二

　
白
蓮
と
村
岡
花
子
が
友
情
を
育
て
た
東
洋
英
和
女
学
校
の
日
々
は
、
近
年
で
は

村
岡
花
子
の
評
伝
で
あ
る
村
岡
恵
理
『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご

　
村
岡
花
子
の
生
涯
』

（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
、
二
〇
〇
八
年
六
月
。
以
下
本
稿
で
は
『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』）
と
、

そ
れ
に
基
づ
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
花
子
と
ア
ン
』（
二
〇
一
四
年
上
半

期
）の
ド
ラ
マ
で
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
先
述
し
た
よ
う
に
、吉

屋
が
「
燃
ゆ
る
花
」
を
書
い
た
一
九
一
九
年
の
時
点
で
、
燁
子
の
東
洋
英
和
女
学

校
の
学
園
生
活
が
世
間
に
周
知
さ
れ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
そ
の
状
況
で
「
燃

ゆ
る
花
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
、
事
情
に
精
通
し
た
人
物
の
助
力
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
村
岡
花
子
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
一
〇

　
吉
屋
と
村
岡
花
子
の
交
流
は
、
こ
れ
ま
で
特
に
注
目
さ
れ
て
き
て
は
い
な
い
よ

う
だ
。
し
か
し
村
岡
は
、吉
屋
の
『
花
物
語
』
の
連
載
が
始
ま
っ
た
一
九
一
六
（
大

正
五
）
年
と
同
時
期
に
、
同
じ
雑
誌
『
少
女
画
報
』
に
童
話
や
翻
訳
を
寄
稿
し
て

い
た
。
こ
れ
は
後
述
す
る
が
、
片
山
廣
子
の
紹
介
に
よ
る
と
い
う
。
村
岡
が
結
婚

前
の
、
ま
だ
安
中
花
子
と
し
て
東
洋
英
和
女
学
校
を
卒
業
（
一
九
一
三
［
大
正
二
］

年
）
し
、
山
梨
英
和
女
学
校
の
教
師
を
し
て
い
た
こ
ろ
（
一
九
一
四
［
大
正
三
］
～

一
九
一
八
［
大
正
七
］）
の
こ
と
で
あ
る
。
評
伝
『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』
で
は
、
山

梨
英
和
女
学
校
で
の
そ
の
状
況
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

　
寄
宿
舎
の
女
学
生
に
と
っ
て
は
一
大
事
で
あ
っ
た
。
／
彼
女
た
ち
の
真
ん

中
に
は
少
女
向
け
の
文
芸
雑
誌
『
少
女
画
報
』
が
あ
る
。
花
子
が
こ
の
雑
誌

に
寄
稿
し
て
い
る
童
話
と
も
少
女
小
説
と
も
つ
か
な
い
よ
う
な
物
語
を
、
教

え
子
の
ひ
と
り
が
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
／
皆
、
競
う
よ
う
に
し
て
読
み
、

花
子
の
周
り
を
取
り
囲
ん
だ
。（
中
略
）
執
筆
者
の
花
子
自
身
が
、
読
者
層
の

憧
れ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
教
師
で
あ
る
こ
と
は
格
好
の
宣
伝
材
料

だ
っ
た
ら
し
く
、
わ
ざ
わ
ざ
学
校
ま
で
写
真
を
撮
り
に
き
た
り
し
た
の
で
、

教
え
子
た
ち
は
ま
す
ま
す
大
喜
び
し
て
、
お
か
げ
で
花
子
の
机
の
上
に
は
い

つ
も
彼
女
た
ち
の
持
っ
て
く
る
花
束
が
絶
え
な
か
っ
た
。（『
ア
ン
の
ゆ
り
か

ご
』「
第
４
章

　
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
本
を
」
一
一
一
～
一
一
二
ペ
ー
ジ
）

　　
こ
の
『
少
女
画
報
』
掲
載
が
仲
立
ち
と
な
っ
て
、
吉
屋
と
村
岡
は
知
り
合
っ
た

ら
し
い
。『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』
に
は
、「
吉
屋
信
子
と
は
、
お
互
い
20
代
の
初
め

に
雑
誌
『
少
女
画
報
』
に
寄
稿
し
て
い
た
の
が
縁
の
始
ま
り
で
あ
る
」（「
第
７
章

　

婦
人
参
政
権
を
求
め
て
」
一
九
六
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
。
同
じ
雑
誌
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
若

い
作
家
同
士
と
し
て
親
し
み
合
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
「
燃
ゆ
る

花
」
の
中
に
、
白
蓮
の
学
園
生
活
の
み
な
ら
ず
、
村
岡
花
子
と
関
連
す
る
よ
う
な

事
項
が
い
く
つ
か
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
村
岡
か
ら
の
情
報
提
供
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
納
得
が
い
く
。

　

　
ま
ず
「
燃
ゆ
る
花
」
の
舞
台
は
「
雪
深
い
北
国
の
都
会
」
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
」
だ
が
、白
蓮
と
村
岡
が
実
際
に
学
ん
だ
東
洋
英
和
女
学
校
は
、ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
で
は
あ
る
が
東
京
麻
布
の
鳥
居
坂
に
あ
る
。
対
し
て
「
燃
ゆ
る
花
」

発
表
時
に
村
岡
が
勤
務
し
て
い
た
の
が
、
先
述
の
通
り
東
洋
英
和
女
学
校
の
姉
妹

校
・
山
梨
英
和
女
学
校
で
あ
り
、
山
梨
県
甲
府
市
愛
宕
山
（
現
愛
宕
町
）
の
、
甲
府

駅
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
甲
府
市
の
積
雪
量
は
「
雪
深
い
」
と

い
う
ほ
ど
で
は
な
く
、「
北
国
の
都
会
」
と
い
う
説
明
と
は
少
々
ズ
レ
る
が
、
甲
府

が
東
京
よ
り
寒
冷
で
雪
が
多
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
て
、

片
岡
夫
人
の
逃
避
行
を
よ
り
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
仕
立
て
る
べ
く
、「
雪
深
い
北
国
の

都
会
」
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
」
を
設
定
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
片
岡
夫
人
の
「
片
岡
」
と
い
う
苗
字
は
、
村
岡
と
親
し
か
っ
た
作
家
・

翻
訳
家
で
あ
る
片
山
廣
子
（
一
八
七
八
～
一
九
五
七
）
の
名
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

村
岡
は
東
洋
英
和
女
学
校
在
学
中
に
白
蓮
に
誘
わ
れ
て
共
に
佐
々
木
信
綱
家
へ
和

歌
を
学
び
に
通
い
、
そ
こ
で
信
綱
か
ら
片
山
廣
子
を
紹
介
さ
れ
、
片
山
家
に
も
本

を
借
り
に
行
く
仲
に
な
っ
た
。
や
が
て
「
雑
誌
『
少
女
画
報
』
に
少
女
小
説
を
書

く
仕
事
」
を
「
片
山
廣
子
に
紹
介
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。（『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』「
第

４
章

　
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
本
を
」一
〇
〇
ペ
ー
ジ
）。
片
山
廣
子
は
村
岡
に
と
っ

て
作
家
・
翻
訳
家
へ
の
足
掛
か
り
を
作
っ
て
く
れ
た
恩
人
で
あ
り
、「
生
涯
に
わ

た
っ
て
交
流
が
続
い
た
」（
村
岡
恵
理
『
花
子
と
ア
ン
へ
の
道

　
本
が
好
き
、
仕
事
が
好

き
、
ひ
と
が
好
き
』
新
潮
社
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
四
四
ペ
ー
ジ
）。
そ
の
ゆ
か
り
か
ら

「
片
岡
」
と
い
う
苗
字
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』
に
は
、
東
洋
英
和
女
学
校
に
白
蓮
が
入
学
す
る
二

年
前
（
一
九
〇
六
［
明
治
三
九
］
年
）
に
、『
不
如
帰
』（
一
九
〇
〇
［
明
治
三
三
］
年
出

版
）
で
著
名
な
徳
富
蘆
花
の
夫
人
愛
子
が
編
入
し
、
三
か
月
ほ
ど
寄
宿
舎
で
暮
ら

吉
屋
信
子
「
燃
ゆ
る
花
」『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
と
柳
原
白
蓮
、
村
岡
花
子

一
一
一
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吉
屋
と
村
岡
花
子
の
交
流
は
、
こ
れ
ま
で
特
に
注
目
さ
れ
て
き
て
は
い
な
い
よ

う
だ
。
し
か
し
村
岡
は
、吉
屋
の
『
花
物
語
』
の
連
載
が
始
ま
っ
た
一
九
一
六
（
大

正
五
）
年
と
同
時
期
に
、
同
じ
雑
誌
『
少
女
画
報
』
に
童
話
や
翻
訳
を
寄
稿
し
て

い
た
。
こ
れ
は
後
述
す
る
が
、
片
山
廣
子
の
紹
介
に
よ
る
と
い
う
。
村
岡
が
結
婚

前
の
、
ま
だ
安
中
花
子
と
し
て
東
洋
英
和
女
学
校
を
卒
業
（
一
九
一
三
［
大
正
二
］

年
）
し
、
山
梨
英
和
女
学
校
の
教
師
を
し
て
い
た
こ
ろ
（
一
九
一
四
［
大
正
三
］
～

一
九
一
八
［
大
正
七
］）
の
こ
と
で
あ
る
。
評
伝
『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』
で
は
、
山

梨
英
和
女
学
校
で
の
そ
の
状
況
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

　
寄
宿
舎
の
女
学
生
に
と
っ
て
は
一
大
事
で
あ
っ
た
。
／
彼
女
た
ち
の
真
ん

中
に
は
少
女
向
け
の
文
芸
雑
誌
『
少
女
画
報
』
が
あ
る
。
花
子
が
こ
の
雑
誌

に
寄
稿
し
て
い
る
童
話
と
も
少
女
小
説
と
も
つ
か
な
い
よ
う
な
物
語
を
、
教

え
子
の
ひ
と
り
が
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
／
皆
、
競
う
よ
う
に
し
て
読
み
、

花
子
の
周
り
を
取
り
囲
ん
だ
。（
中
略
）
執
筆
者
の
花
子
自
身
が
、
読
者
層
の

憧
れ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
教
師
で
あ
る
こ
と
は
格
好
の
宣
伝
材
料

だ
っ
た
ら
し
く
、
わ
ざ
わ
ざ
学
校
ま
で
写
真
を
撮
り
に
き
た
り
し
た
の
で
、

教
え
子
た
ち
は
ま
す
ま
す
大
喜
び
し
て
、
お
か
げ
で
花
子
の
机
の
上
に
は
い

つ
も
彼
女
た
ち
の
持
っ
て
く
る
花
束
が
絶
え
な
か
っ
た
。（『
ア
ン
の
ゆ
り
か

ご
』「
第
４
章

　
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
本
を
」
一
一
一
～
一
一
二
ペ
ー
ジ
）

　　
こ
の
『
少
女
画
報
』
掲
載
が
仲
立
ち
と
な
っ
て
、
吉
屋
と
村
岡
は
知
り
合
っ
た

ら
し
い
。『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』
に
は
、「
吉
屋
信
子
と
は
、
お
互
い
20
代
の
初
め

に
雑
誌
『
少
女
画
報
』
に
寄
稿
し
て
い
た
の
が
縁
の
始
ま
り
で
あ
る
」（「
第
７
章

　

婦
人
参
政
権
を
求
め
て
」
一
九
六
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
。
同
じ
雑
誌
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
若

い
作
家
同
士
と
し
て
親
し
み
合
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
「
燃
ゆ
る

花
」
の
中
に
、
白
蓮
の
学
園
生
活
の
み
な
ら
ず
、
村
岡
花
子
と
関
連
す
る
よ
う
な

事
項
が
い
く
つ
か
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
村
岡
か
ら
の
情
報
提
供
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
納
得
が
い
く
。

　

　
ま
ず
「
燃
ゆ
る
花
」
の
舞
台
は
「
雪
深
い
北
国
の
都
会
」
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
」
だ
が
、白
蓮
と
村
岡
が
実
際
に
学
ん
だ
東
洋
英
和
女
学
校
は
、ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
で
は
あ
る
が
東
京
麻
布
の
鳥
居
坂
に
あ
る
。
対
し
て
「
燃
ゆ
る
花
」

発
表
時
に
村
岡
が
勤
務
し
て
い
た
の
が
、
先
述
の
通
り
東
洋
英
和
女
学
校
の
姉
妹

校
・
山
梨
英
和
女
学
校
で
あ
り
、
山
梨
県
甲
府
市
愛
宕
山
（
現
愛
宕
町
）
の
、
甲
府

駅
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
甲
府
市
の
積
雪
量
は
「
雪
深
い
」
と

い
う
ほ
ど
で
は
な
く
、「
北
国
の
都
会
」
と
い
う
説
明
と
は
少
々
ズ
レ
る
が
、
甲
府

が
東
京
よ
り
寒
冷
で
雪
が
多
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
て
、

片
岡
夫
人
の
逃
避
行
を
よ
り
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
仕
立
て
る
べ
く
、「
雪
深
い
北
国
の

都
会
」
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
」
を
設
定
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
片
岡
夫
人
の
「
片
岡
」
と
い
う
苗
字
は
、
村
岡
と
親
し
か
っ
た
作
家
・

翻
訳
家
で
あ
る
片
山
廣
子
（
一
八
七
八
～
一
九
五
七
）
の
名
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

村
岡
は
東
洋
英
和
女
学
校
在
学
中
に
白
蓮
に
誘
わ
れ
て
共
に
佐
々
木
信
綱
家
へ
和

歌
を
学
び
に
通
い
、
そ
こ
で
信
綱
か
ら
片
山
廣
子
を
紹
介
さ
れ
、
片
山
家
に
も
本

を
借
り
に
行
く
仲
に
な
っ
た
。
や
が
て
「
雑
誌
『
少
女
画
報
』
に
少
女
小
説
を
書

く
仕
事
」
を
「
片
山
廣
子
に
紹
介
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。（『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』「
第

４
章

　
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
本
を
」一
〇
〇
ペ
ー
ジ
）。
片
山
廣
子
は
村
岡
に
と
っ

て
作
家
・
翻
訳
家
へ
の
足
掛
か
り
を
作
っ
て
く
れ
た
恩
人
で
あ
り
、「
生
涯
に
わ

た
っ
て
交
流
が
続
い
た
」（
村
岡
恵
理
『
花
子
と
ア
ン
へ
の
道

　
本
が
好
き
、
仕
事
が
好

き
、
ひ
と
が
好
き
』
新
潮
社
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
四
四
ペ
ー
ジ
）。
そ
の
ゆ
か
り
か
ら

「
片
岡
」
と
い
う
苗
字
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』
に
は
、
東
洋
英
和
女
学
校
に
白
蓮
が
入
学
す
る
二

年
前
（
一
九
〇
六
［
明
治
三
九
］
年
）
に
、『
不
如
帰
』（
一
九
〇
〇
［
明
治
三
三
］
年
出

版
）
で
著
名
な
徳
富
蘆
花
の
夫
人
愛
子
が
編
入
し
、
三
か
月
ほ
ど
寄
宿
舎
で
暮
ら

吉
屋
信
子
「
燃
ゆ
る
花
」『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
と
柳
原
白
蓮
、
村
岡
花
子

一
一
一
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し
、
村
岡
と
も
親
し
く
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
愛
子
夫
人
が
編
入
し
た
の
は

蘆
花
の
「
ご
洋
行
中
、英
語
の
お
勉
強
を
な
さ
る
」（『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』「
第
3
章

「「
腹
心
の
友
」
の
導
き
」
七
三
ペ
ー
ジ
）
た
め
だ
っ
た
。
こ
の
実
例
は
「
燃
ゆ
る
花
」

の
中
で
、
母
校
に
逃
げ
込
ん
だ
片
岡
夫
人
が
「
英
文
専
攻
科
」
に
入
っ
た
時
、
そ

れ
ま
で
も
「
良お
っ
と人

の
洋
行
中
に
無
駄
に
月
日
を
送
ら
じ
と
心
掛
け
の
い
い
夫
人
達

が
、
思
い
立
っ
て
専
攻
科
へ
時
折
入
る
」
こ
と
が
あ
っ
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る

事
例
と
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な
細
か
な
情
報
は
、
東
洋
英
和
女
学
校

の
内
部
事
情
に
相
当
詳
し
く
な
け
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
「
燃
ゆ
る
花
」
の
成
立
に
あ
た
っ
て
は
、
村
岡
花
子
か
ら
の
情

報
提
供
が
多
々
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
某
宗
教
女
学
校
の
ロ
マ
ン
ス
」
は
、架

空
の
空
想
的
な
物
語
で
は
な
く
、舞
台
も
登
場
人
物
も
実
在
の
モ
デ
ル
を
元
に
し
、

そ
こ
に
想
像
的
部
分
を
付
与
し
て
膨
ら
ま
せ
、
構
成
さ
れ
た
作
と
み
な
せ
よ
う
。

　
三

　
吉
屋
信
子
の
作
品
と
村
岡
花
子
に
関
し
て
は
、他
に
も
、吉
屋
が
村
岡
の
経
験
を

参
考
に
し
て
作
中
に
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
小
説
が
あ
る
。

「
燃
ゆ
る
花
」
の
一
一
年
後
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
月
か
ら
三
一
年
四
月
ま

で
『
主
婦
之
友
』
に
連
載
さ
れ
た
『
暴あ

風ら

雨し

の
薔
薇
』
で
あ
る
。

　『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
は
、吉
屋
が
一
九
二
八
年
か
ら
門
馬
千
代
と
共
に
欧
州
に
一

年
間
滞
在
し
、帰
郷
す
る
船
中
で
構
想
し
た
作
と
さ
れ
る
。
吉
武
輝
子
は
「「
暴
風

雨
の
薔
薇
」
の
成
功
が
、い
っ
き
よ
に
信
子
を
、全
盛
期
の
高
み
に
押
し
上
げ
」
た

（
吉
武
輝
子
『
女
人

　
吉
屋
信
子
』「
第
五
章

　
花
盛
り
」
二
一
六
ペ
ー
ジ
）
と
し
、
田
辺

聖
子
も
「
女
性
読
者
の
た
ち
の
熱
狂
を
誘
わ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
」
作
で

あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
吉
屋
が
「
売
れ
っ
子
作
家
に
の
し
あ
が
る
」
こ
と
に
な
っ

た
と
評
し
て
い
る
（
田
辺
聖
子
『
ゆ
め
は
る
か

　
吉
屋
信
子
：
秋
灯
机
の
上
の
幾
山
河
』

下
巻
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
九
月
、
七
～
一
四
ペ
ー
ジ
）。
吉
屋
が
一
躍
流
行
作

家
に
な
る
、
そ
の
転
機
と
な
っ
た
長
編
で
あ
る
。

　
以
下
に
梗
概
を
ま
と
め
る
。
引
用
は
『
吉
屋
信
子
全
集

　
第
三
巻
』（
朝
日
新
聞

社
、
一
九
七
五
年
七
月
）
に
拠
る
。
主
人
公
澪
子
は
東
京
の
女
学
校
で
不
二
子
と
親

友
と
な
る
が
、
女
学
校
卒
業
後
、
札
幌
の
大
き
な
木
材
店
の
娘
で
あ
る
不
二
子
は

実
家
に
帰
り
す
ぐ
に
結
婚
。澪
子
は
両
親
が
病
死
し
て
家
計
が
楽
で
は
な
い
た
め
、

女
子
師
範
に
進
み
、
栃
木
県
の
県
立
高
女
に
就
職
し
た
。
そ
の
就
職
先
で
美
術
教

師
の
賢
二
と
恋
仲
に
な
り
結
婚
。
二
人
は
東
京
に
移
り
、
賢
二
は
画
業
に
専
念
、

澪
子
は
私
立
女
学
校
に
勤
め
た
。
し
か
し
賢
二
に
は
身
勝
手
な
振
る
舞
い
が
あ
る

上
に
、学
生
時
代
に
信
州
の
村
の
娘
に
子
ど
も
を
生
ま
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

澪
子
は
そ
れ
も
こ
ら
え
て
娘
み
ど
り
を
出
産
す
る
が
、
み
ど
り
は
生
後
百
日
に
種

痘
を
受
け
さ
せ
た
直
後
、
急
死
し
た
。
心
労
の
重
な
っ
た
澪
子
は
休
職
し
て
十
勝

平
野
で
農
園
を
営
む
不
二
子
夫
妻
の
邸
宅
で
保
養
し
、
賢
二
は
澪
子
の
夫
・
守
彦

の
援
助
を
得
て
絵
の
修
業
の
た
め
巴
里
に
旅
立
つ
。
不
二
子
宅
に
滞
在
中
、
澪
子

は
農
村
の
託
児
所
を
提
案
し
守
彦
と
仕
事
を
進
め
た
が
、「
立
派
な
善
良
な
紳
士
」

で
あ
る
守
彦
に
惹
か
れ
、
唇
を
重
ね
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
不
二
子
の
叔
母
に
見
ら

れ
、不
二
子
に
も
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
澪
子
は
泣
き
な
が
ら
「
信
じ
て
く
だ
さ
い
」

と
不
二
子
に
述
べ
、
二
人
の
幸
福
を
祈
る
と
書
い
た
置
き
手
紙
を
残
し
、
不
二
子

夫
婦
が
追
う
吹
雪
の
中
、
列
車
で
去
っ
た
。

　
こ
の
主
人
公
澪
子
と
村
岡
花
子
の
経
験
で
共
通
す
る
の
は
、
実
家
の
経
済
が
苦

し
い
中
で
女
学
校
に
進
学
し
、
卒
業
後
女
学
校
の
教
師
を
務
め
た
こ
と
、
結
婚
相

手
に
は
す
で
に
子
ど
も
が
い
た
こ
と
、
新
婚
旅
行
先
が
箱
根
で
あ
る
こ
と
、
実
子

の
急
死
、
妻
あ
る
資
産
家
の
男
性
に
惹
か
れ
て
の
口
づ
け
、
で
あ
る
。
た
だ
し
後

述
す
る
が
、
こ
れ
が
村
岡
の
経
験
順
に
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
な
お
「
燃
ゆ
る
花
」
と
の
共
通
点
と
し
て
は
、
片
岡
夫
人
と
共
に
火
中
で
亡
く

な
る
同
室
の
学
生
名
は
、
先
述
の
通
り
白
蓮
の
愛
す
る
人
形
の
名
と
同
じ
「
み
ど

一
一
二

り
」
だ
が
、『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
の
澪
子
の
愛
児
の
名
も
や
は
り
「
み
ど
り
」
で
あ

る
。
ま
た
現
実
で
は
の
ち
に
、
村
岡
の
妹
の
梅
子
の
長
女
が
一
九
三
二
（
昭
和
七
）

年
に
生
ま
れ
た
時
、
村
岡
の
夫
・
儆
三
に
よ
り
「
み
ど
り
」
と
命
名
さ
れ
、
こ
の

み
ど
り
は
や
が
て
村
岡
の
養
女
と
な
っ
て
い
る（『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』「
第
７
章

　
夫

人
参
政
権
を
求
め
て
」
二
〇
九
ペ
ー
ジ
）。

　

　
で
は
こ
こ
で
、『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
と
相
似
す
る
村
岡
花
子
の
経
験
を
、『
ア
ン
の

ゆ
り
か
ご
』
の
記
述
を
中
心
に
改
め
て
追
っ
て
み
た
い
。
村
岡
（
安
中
）
花
子
は
実

家
の
生
活
が
困
窮
す
る
中
、
父
の
奔
走
で
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
、
十
歳
で
東

洋
英
和
女
学
校
に
給
費
生
と
し
て
編
入
。
一
九
〇
八
年
、
編
入
し
て
き
た
柳
原
燁

子
と
親
交
を
結
ぶ
が
一
九
一
一
年
に
燁
子
が
再
婚
す
る
時
に
は
反
対
し
、
一
時
絶

交
し
て
い
る
。
一
九
一
三
年
に
卒
業
後
、
山
梨
英
和
女
学
校
に
勤
務
。
一
九
一
九

（
大
正
八
）
年
に
退
職
し
、東
京
築
地
の
日
本
基
督
教
興
文
協
会
の
編
集
者
と
な
り
、

仕
事
を
介
し
て
福
音
印
刷
会
社
の
社
長
の
息
子
で
銀
座
支
店
を
任
さ
れ
て
い
た
村

岡
儆
三
を
知
り
「
激
し
い
恋
に
落
ち
」
る
（『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』「
第
５
章

　
魂
の

住
み
家
」
一
四
四
ペ
ー
ジ
）。
そ
し
て
「
儆
三
の
胸
に
抱
か
れ
て
、
初
め
て
く
ち
づ

け
を
交
わ
し
た
日
」
の
記
念
に
、
自
身
が
翻
訳
し
福
音
印
刷
が
印
刷
し
た
冊
子
の

奥
付
の
横
に
「
大
正
八
年
五
月
二
十
五
日

　
魂
の
住
家
み
い
で
し
記
念
す
べ
き
日

に
」
と
記
し
た
。
し
か
し
儆
三
に
は
、
三
年
間
の
別
居
中
で
は
あ
る
が
す
で
に
子

を
な
し
た
結
核
療
養
中
の
妻
が
い
て
、
こ
れ
は
「
道
な
ら
ぬ
恋
」
だ
っ
た
。
そ
れ

で
も
二
人
は
そ
の
後
七
〇
通
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
交
わ
し
、
儆
三
の
離
婚
が
成
立
し

て
一
〇
月
に
結
婚
。
翌
年
に
は
男
児
道
雄
を
出
産
す
る
が
難
産
で
あ
り
、「
こ
の
子

は
私
の
い
の
ち
が
け
で
生
ん
だ
子
よ
！
」
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
（
守
屋
東
「
道
雄

さ
ん
の
記
憶
」『
道
夫
を
中
に
し
て
』
所
収
、
非
売
品
、
一
九
二
六
［
大
正
一
五
］
年
一
二

月
）。
一
九
二
一
年
一
二
月
に
は
、
失
踪
事
件
後
の
白
蓮
と
一
〇
年
ぶ
り
に
再
会
、

友
情
を
確
か
め
合
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
関
東
大
震
災
で

福
音
印
刷
は
横
浜
・
銀
座
店
と
も
に
倒
壊
し
焼
失
。
横
浜
で
は
儆
三
の
実
弟
と
共

に
、
七
〇
人
の
職
工
が
瓦
礫
の
下
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う（

（
（

。
そ
の
後
は
役
員
の
裏

切
り
も
あ
り
、
負
債
を
抱
え
会
社
の
再
興
は
な
ら
な
か
っ
た
。
村
岡
夫
婦
は
自
宅

に
さ
さ
や
か
な
出
版
兼
印
刷
社
を
設
立
し
、村
岡
は
童
話
集
を
出
す
な
ど
す
る
が
、

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
九
月
に
五
歳
の
長
男
道
雄
が
疫
痢
で
急
逝
し
た
。
発

病
か
ら
三
六
時
間
の
死
で
あ
っ
た
と
い
う
。
村
岡
は
道
雄
の
た
め
に
『
道
雄
を
中

に
し
て
』
と
い
う
追
悼
集
（
童
話
集
『
赤
い
薔
薇
』
と
の
合
本
、
非
売
品
、
一
九
二
六

［
大
正
一
五
］
年
一
二
月
）
を
編
み
、そ
こ
に
は
白
蓮
も
「
道
雄
様
の
霊
に
捧
ぐ
」
と

し
て
一
一
首
の
追
悼
歌
を
寄
せ
た
。
悲
嘆
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
村
岡
を
立
ち
直
ら

せ
た
の
は
、
片
岡
廣
子
か
ら
す
す
め
ら
れ
た
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
ン
の
『
王
子
と
乞

食
』
の
翻
訳
（
平
凡
社
、
一
九
二
七
［
昭
和
二
］
年
一
〇
月
）
の
仕
事
で
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
の
翻
訳
書
に
は
吉
屋
も
「
素
晴
ら
し
い
こ
と
ね
」
と
賞
賛
の
言
葉
を
送
っ

た
。（『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』「
第
７
章

　
夫
人
参
政
権
を
求
め
て
」
一
九
八
ペ
ー
ジ
）

　
村
岡
の
こ
う
し
た
激
動
の
経
験
は
ま
さ
に
「
暴
風
雨
」
の
日
々
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
く
、
そ
の
一
部
が
『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
に
織
り
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
村
岡
の
体
験
は
、
妻
子
あ
る
資
産
家
男
性
と
の
口
づ
け
→

彼
と
の
結
婚
→
子
ど
も
の
死
、
と
い
う
順
番
を
た
ど
っ
た
が
、
小
説
中
で
は
貧
し

い
画
家
と
の
結
婚
→
子
ど
も
の
死
→
妻
子
あ
る
資
産
家
男
性
と
の
口
づ
け
、
と
順

序
を
変
え
、
口
づ
け
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
く
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

主
人
公
澪
子
も
既
婚
者
な
の
で
、
口
づ
け
の
相
手
で
あ
る
守
彦
と
は
ダ
ブ
ル
不
倫

で
あ
り
、
し
か
も
不
倫
相
手
の
妻
が
無
二
の
親
友
で
あ
る
と
い
う
、
よ
り
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
な
恋
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
死
に
関
し
て
は
、
村
岡
花
子
の
実
子
は
男
児
で
あ
り
五
歳
で
死
去
し

た
が
、小
説
中
の
女
児
は
生
後
間
も
な
く
の
死
と
い
う
差
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、澪

子
の
夫
が
画
家
で
あ
る
こ
と
は
村
岡
の
夫
と
は
大
き
く
異
な
る
の
で
、
そ
う
し
た

点
に
は
他
の
知
人
の
体
験
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
澪
子
の
女
学

校
勤
務
に
関
す
る
情
報
は
、
一
九
二
三
年
以
来
の
吉
屋
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
や
は
り

吉
屋
信
子
「
燃
ゆ
る
花
」『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
と
柳
原
白
蓮
、
村
岡
花
子

一
一
三
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り
」
だ
が
、『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
の
澪
子
の
愛
児
の
名
も
や
は
り
「
み
ど
り
」
で
あ

る
。
ま
た
現
実
で
は
の
ち
に
、
村
岡
の
妹
の
梅
子
の
長
女
が
一
九
三
二
（
昭
和
七
）

年
に
生
ま
れ
た
時
、
村
岡
の
夫
・
儆
三
に
よ
り
「
み
ど
り
」
と
命
名
さ
れ
、
こ
の

み
ど
り
は
や
が
て
村
岡
の
養
女
と
な
っ
て
い
る（『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』「
第
７
章

　
夫

人
参
政
権
を
求
め
て
」
二
〇
九
ペ
ー
ジ
）。

　

　
で
は
こ
こ
で
、『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
と
相
似
す
る
村
岡
花
子
の
経
験
を
、『
ア
ン
の

ゆ
り
か
ご
』
の
記
述
を
中
心
に
改
め
て
追
っ
て
み
た
い
。
村
岡
（
安
中
）
花
子
は
実

家
の
生
活
が
困
窮
す
る
中
、
父
の
奔
走
で
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
、
十
歳
で
東

洋
英
和
女
学
校
に
給
費
生
と
し
て
編
入
。
一
九
〇
八
年
、
編
入
し
て
き
た
柳
原
燁

子
と
親
交
を
結
ぶ
が
一
九
一
一
年
に
燁
子
が
再
婚
す
る
時
に
は
反
対
し
、
一
時
絶

交
し
て
い
る
。
一
九
一
三
年
に
卒
業
後
、
山
梨
英
和
女
学
校
に
勤
務
。
一
九
一
九

（
大
正
八
）
年
に
退
職
し
、東
京
築
地
の
日
本
基
督
教
興
文
協
会
の
編
集
者
と
な
り
、

仕
事
を
介
し
て
福
音
印
刷
会
社
の
社
長
の
息
子
で
銀
座
支
店
を
任
さ
れ
て
い
た
村

岡
儆
三
を
知
り
「
激
し
い
恋
に
落
ち
」
る
（『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』「
第
５
章

　
魂
の

住
み
家
」
一
四
四
ペ
ー
ジ
）。
そ
し
て
「
儆
三
の
胸
に
抱
か
れ
て
、
初
め
て
く
ち
づ

け
を
交
わ
し
た
日
」
の
記
念
に
、
自
身
が
翻
訳
し
福
音
印
刷
が
印
刷
し
た
冊
子
の

奥
付
の
横
に
「
大
正
八
年
五
月
二
十
五
日

　
魂
の
住
家
み
い
で
し
記
念
す
べ
き
日

に
」
と
記
し
た
。
し
か
し
儆
三
に
は
、
三
年
間
の
別
居
中
で
は
あ
る
が
す
で
に
子

を
な
し
た
結
核
療
養
中
の
妻
が
い
て
、
こ
れ
は
「
道
な
ら
ぬ
恋
」
だ
っ
た
。
そ
れ

で
も
二
人
は
そ
の
後
七
〇
通
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
交
わ
し
、
儆
三
の
離
婚
が
成
立
し

て
一
〇
月
に
結
婚
。
翌
年
に
は
男
児
道
雄
を
出
産
す
る
が
難
産
で
あ
り
、「
こ
の
子

は
私
の
い
の
ち
が
け
で
生
ん
だ
子
よ
！
」
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
（
守
屋
東
「
道
雄

さ
ん
の
記
憶
」『
道
夫
を
中
に
し
て
』
所
収
、
非
売
品
、
一
九
二
六
［
大
正
一
五
］
年
一
二

月
）。
一
九
二
一
年
一
二
月
に
は
、
失
踪
事
件
後
の
白
蓮
と
一
〇
年
ぶ
り
に
再
会
、

友
情
を
確
か
め
合
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
関
東
大
震
災
で

福
音
印
刷
は
横
浜
・
銀
座
店
と
も
に
倒
壊
し
焼
失
。
横
浜
で
は
儆
三
の
実
弟
と
共

に
、
七
〇
人
の
職
工
が
瓦
礫
の
下
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う（

（
（

。
そ
の
後
は
役
員
の
裏

切
り
も
あ
り
、
負
債
を
抱
え
会
社
の
再
興
は
な
ら
な
か
っ
た
。
村
岡
夫
婦
は
自
宅

に
さ
さ
や
か
な
出
版
兼
印
刷
社
を
設
立
し
、村
岡
は
童
話
集
を
出
す
な
ど
す
る
が
、

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
九
月
に
五
歳
の
長
男
道
雄
が
疫
痢
で
急
逝
し
た
。
発

病
か
ら
三
六
時
間
の
死
で
あ
っ
た
と
い
う
。
村
岡
は
道
雄
の
た
め
に
『
道
雄
を
中

に
し
て
』
と
い
う
追
悼
集
（
童
話
集
『
赤
い
薔
薇
』
と
の
合
本
、
非
売
品
、
一
九
二
六

［
大
正
一
五
］
年
一
二
月
）
を
編
み
、そ
こ
に
は
白
蓮
も
「
道
雄
様
の
霊
に
捧
ぐ
」
と

し
て
一
一
首
の
追
悼
歌
を
寄
せ
た
。
悲
嘆
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
村
岡
を
立
ち
直
ら

せ
た
の
は
、
片
岡
廣
子
か
ら
す
す
め
ら
れ
た
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
ン
の
『
王
子
と
乞

食
』
の
翻
訳
（
平
凡
社
、
一
九
二
七
［
昭
和
二
］
年
一
〇
月
）
の
仕
事
で
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
の
翻
訳
書
に
は
吉
屋
も
「
素
晴
ら
し
い
こ
と
ね
」
と
賞
賛
の
言
葉
を
送
っ

た
。（『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』「
第
７
章

　
夫
人
参
政
権
を
求
め
て
」
一
九
八
ペ
ー
ジ
）

　
村
岡
の
こ
う
し
た
激
動
の
経
験
は
ま
さ
に
「
暴
風
雨
」
の
日
々
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
く
、
そ
の
一
部
が
『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
に
織
り
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
村
岡
の
体
験
は
、
妻
子
あ
る
資
産
家
男
性
と
の
口
づ
け
→

彼
と
の
結
婚
→
子
ど
も
の
死
、
と
い
う
順
番
を
た
ど
っ
た
が
、
小
説
中
で
は
貧
し

い
画
家
と
の
結
婚
→
子
ど
も
の
死
→
妻
子
あ
る
資
産
家
男
性
と
の
口
づ
け
、
と
順

序
を
変
え
、
口
づ
け
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
く
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

主
人
公
澪
子
も
既
婚
者
な
の
で
、
口
づ
け
の
相
手
で
あ
る
守
彦
と
は
ダ
ブ
ル
不
倫

で
あ
り
、
し
か
も
不
倫
相
手
の
妻
が
無
二
の
親
友
で
あ
る
と
い
う
、
よ
り
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
な
恋
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
死
に
関
し
て
は
、
村
岡
花
子
の
実
子
は
男
児
で
あ
り
五
歳
で
死
去
し

た
が
、小
説
中
の
女
児
は
生
後
間
も
な
く
の
死
と
い
う
差
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、澪

子
の
夫
が
画
家
で
あ
る
こ
と
は
村
岡
の
夫
と
は
大
き
く
異
な
る
の
で
、
そ
う
し
た

点
に
は
他
の
知
人
の
体
験
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
澪
子
の
女
学

校
勤
務
に
関
す
る
情
報
は
、
一
九
二
三
年
以
来
の
吉
屋
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
や
は
り

吉
屋
信
子
「
燃
ゆ
る
花
」『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
と
柳
原
白
蓮
、
村
岡
花
子

一
一
三
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女
学
校
教
師
で
あ
っ
た
、
門
馬
千
代
か
ら
も
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
道

な
ら
ぬ
恋
」（『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』「
第
５
章

　
魂
の
住
み
家
」
一
四
三
ペ
ー
ジ
）
と
な

る
口
づ
け
と
子
ど
も
の
死
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
二
つ
の
出
来
事
が
、
澪
子
の

運
命
と
し
て
描
か
れ
た
の
は
、
や
は
り
村
岡
花
子
か
ら
知
ら
さ
れ
た
印
象
的
な
体

験
が
あ
っ
て
こ
そ
の
選
択
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
村
岡
が
息
子
道
雄
の

生
前
に
「
一
人
の
母
と
そ
の
愛
児
の
幸
福
な
生
活
の
産
物
」（「
お
母
様
方
へ
」）
と
し

て
著
し
た
童
話
集
の
題
名
は
『
赤
い
薔
薇
』（
青
蘭
社
書
房
、一
九
二
六
［
大
正
一
五
］

年
五
月
）
で
あ
り
、
そ
の
題
名
も
『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
の
表
題
に
影
響
し
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
た
だ
し
『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
の
澪
子
は
、
女
学
校
内
で
「
白

薔
薇
の
君
」
と
呼
ば
れ
、
皆
に
慕
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
四

　
以
上
確
認
し
た
よ
う
に
、「
燃
ゆ
る
花
」
と
『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
に
は
村
岡
花

子
か
ら
の
情
報
提
供
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
ス
ト
ー

リ
ー
や
人
物
の
関
係
性
な
ど
に
、
共
通
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
各
編
の
特
徴
を
考
察
し
た
い
。「
燃
ゆ
る
花
」
を
『
花
物
語
』
中
の
他
作
品

「
心
の
花
」
と
対
比
的
に
論
じ
た
神
戸
啓
多
は
、「「
燃
ゆ
る
花
」
に
お
け
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
避
難
所
た
り
得
る
こ
と
は
な
く
、
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
つ
つ

制
度
や
規
範
と
結
託
し
抱
き
込
ま
れ
て
い
こ
う
と
す
る
空
間
」
で
あ
り
、
そ
れ
は

「
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
疎
外
と
結
託
の
自
家
撞
着
が
生
成
す
る
空
間
」
だ
と
指
摘
し
、

対
し
て
「
心
の
花
」
で
描
か
れ
る
修
道
院
の
方
が
、
よ
り
「
制
度
や
規
範
か
ら
の

避
難
所
、
ア
ジ
ー
ル
的
空
間
」
で
あ
り
、「
規
範
の
内
部
に
留
ま
り
な
が
ら
そ
れ
を

相
対
化
し
、
攪
乱
し
得
る
」
と
評
価
し
て
い
る（

（
（

。

　
確
か
に
「
燃
ゆ
る
花
」
の
片
岡
夫
人
と
み
ど
り
は
、
外
部
か
ら
の
放
火
と
い
う

暴
力
を
受
け
て
命
を
落
と
す
の
で
あ
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
彼
女
た
ち
を

守
り
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
片
岡
夫
人
は
、
凝
っ
た
調
度
品
の
数
々

を
寄
宿
舎
に
運
び
込
む
経
済
力
が
あ
り
な
が
ら
、
寄
宿
舎
の
外
へ
出
て
新
た
な
生

き
方
を
選
ぼ
う
と
す
る
意
欲
は
な
く
、
そ
の
点
で
は
学
生
の
み
ど
り
を
巻
き
込
ん

で
自
滅
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
二
人
の
死
は
、
女
性
が
思
う
よ
う
に
生
き

ら
れ
ず
、
ま
た
女
性
の
精
神
的
な
自
由
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
、
強
固
な
ジ
ェ
ン

ダ
ー
秩
序
に
縛
ら
れ
、
さ
ら
に
拝
金
主
義
に
も
覆
わ
れ
た
社
会
に
対
す
る
抗
議
を

示
し
た
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
片
岡
夫
人
は
寄
宿
舎
の
部
屋
で
み
ど
り
に
身
を

よ
せ
て
、「
い
つ
ま
で
も
、
そ
う
し
た
純
な
処お
と
め女

の
気
持
で
い
て
頂
戴
」「
大
人
に

な
っ
て
は
嫌
、
大
人
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
涙
な
が
ら
に
さ
さ
や
い
て
い

る
。
成
長
し
大
人
に
な
れ
ば
、金
銭
欲
に
ま
み
れ
た
俗
世
の
汚
れ
の
中
で
、女
性
と

し
て
抑
圧
を
受
け
な
が
ら
生
き
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　「
燃
ゆ
る
花
」
で
は
そ
の
俗
世
の
代
表
者
と
し
て
、片
岡
夫
人
を
連
れ
戻
そ
う
と

す
る
二
人
が
登
場
す
る
。
最
初
の
婦
人
は「
宝
石
ず
く
め
の
櫛
を
三
枚
」も
束
髪
に

め
ぐ
ら
せ
、「
高
価
な
服
装
」
で
「
黄
金
の
腕
時
計
」
を
巻
き
「
真
黒
な
毛
皮
の
襟

巻
」
を
垂
ら
し
て
い
る
。
み
ど
り
に
は
そ
の
婦
人
の
「
肥
え
過
ぎ
た
」
姿
の
「
眼

も
鼻
も
口
も
」、「
愚
か
な
慾
望
と
小
さ
な
虚
栄
」
に
使
わ
れ
る
道
具
に
す
ぎ
な
い

よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
婦
人
は
片
岡
夫
人
に
つ
い
て
「
御
立
派
な
お
城
の
よ
う

な
お
邸
」
に
「
何
十
万
と
い
う
小
判
の
お
宝
」
が
う
な
っ
て
い
る
の
に
、「
い
っ
た

い
何
が
不
平
な
ん
で
す
」
と
非
難
す
る
。
次
に
訪
れ
た
「
無
礼
な
高
慢
な
」
男
は

ミ
ス
・
ワ
グ
ナ
ー
に
、
片
岡
夫
人
を
渡
せ
ば
「
一
万
円
」
を
出
す
と
し
て
「
一
万

円
ど
う
で
す
大
し
た
も
の
で
し
ょ
う
」「
一
万
円
で
す
ぜ
！
」
と
連
呼
し
、や
は
り

金
の
力
を
振
り
か
ざ
す
。「
片
岡
の
長
者
」
の
意
を
受
け
た
こ
の
二
人
と
も
、ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
勉
強
し
た
い
と
い
う
片
岡
夫
人
の
気
持
ち
も
、「
貴
方
達
か

ら
お
金
を
い
た
だ
く
な
ら
ば
神
様
に
恥
か
し
い
人
に
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と

夫
人
の
「
自
由
」
を
尊
重
す
る
ミ
ス
・
ワ
グ
ナ
ー
の
「
気
高
い
」
思
い
も
全
く
理

解
で
き
な
い
。
社
会
が
こ
の
よ
う
な
人
々
に
動
か
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ミ
ッ

一
一
四

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
中
で
ミ
ス
・
ワ
グ
ナ
ー
の
「
気
高
い
」
姿
勢
に
守
ら
れ
て
い

る
生
徒
達
も
、
大
人
に
な
れ
ば
寄
宿
舎
を
出
て
、
金
に
左
右
さ
れ
る
世
の
な
ら
い

に
従
い
、
意
に
沿
わ
ぬ
結
婚
な
ど
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
事

態
を
悲
歎
す
る
片
岡
夫
人
は
、
た
と
え
今
後
「
片
岡
の
長
者
」
の
追
っ
手
か
ら
逃

れ
た
と
し
て
も
、
金
銭
至
上
主
義
の
俗
世
で
汚
れ
て
い
く
だ
け
の
生
き
方
し
か
残

さ
れ
て
い
な
い
と
、
観
念
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
信
奉
者
の
み
ど
り
も
道
連

れ
に
し
て
夫
人
が
死
を
選
ぶ
さ
ま
は
、「
魔
女
」
と
呼
ば
れ
る
に
相
応
し
い
恐
ろ
し

い
末
路
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
夫
人
の
苦
悩
と
絶
望
は
深
か
っ

た
の
だ
と
物
語
は
訴
え
る
。

　
こ
れ
を
「
燃
ゆ
る
花
」
発
表
二
年
半
後
の
、
現
実
の
白
蓮
の
出
奔
事
件
と
比
較

す
る
と
、
白
蓮
は
絶
縁
状
を
敢
然
と
公
開
し
て
伝
右
衛
門
の
邸
宅
か
ら
脱
出
し
、

片
岡
夫
人
の
よ
う
に
は
自
滅
せ
ず
に
宮
崎
龍
介
と
の
人
生
を
生
き
直
し
た
。
し
か

し
考
え
れ
ば
そ
れ
も
、
新
し
い
夫
と
な
る
理
解
者
の
男
性
を
得
た
か
ら
こ
そ
、
可

能
で
あ
っ
た
選
択
と
み
な
せ
よ
う
。
白
蓮
一
人
で
は
邸
宅
を
出
て
夫
に
離
婚
を
迫

る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
現
実
世
界
で
男
性
の

援
助
を
得
て
生
き
延
び
て
い
く
白
蓮
と
、
悲
劇
に
終
わ
る
「
燃
ゆ
る
花
」
の
片
岡

夫
人
と
の
差
異
は
、
当
時
の
女
性
が
置
か
れ
て
い
た
困
難
の
多
い
立
場
を
よ
り
強

く
訴
え
か
け
る
。「
燃
ゆ
る
花
」
が
、い
わ
ゆ
る
白
蓮
事
件
よ
り
も
前
に
発
想
さ
れ

た
と
い
う
発
見
は
、
作
品
鑑
賞
の
新
し
い
視
座
を
開
く
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
次
に
『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
の
澪
子
の
生
き
方
を
考
え
た
い
。『
暴
風
雨
の
薔
薇
』

の
澪
子
は
、
夫
の
隠
し
子
や
愛
児
の
死
と
い
う
度
重
な
る
不
幸
に
遭
遇
し
て
苦
し

み
、
最
後
に
は
親
友
と
も
決
別
し
て
吹
雪
の
中
へ
飛
び
出
し
て
い
く
。「
燃
ゆ
る

花
」
で
は
、
物
語
の
冒
頭
に
片
岡
夫
人
が
吹
雪
の
中
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に

た
ど
り
着
く
が
、『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
で
は
結
末
場
面
で
、
澪
子
は
吹
雪
の
中
、
不

二
子
の
元
か
ら
旅
立
つ
。
自
ら
の
恋
が
招
い
た
結
果
と
は
い
え
、
澪
子
は
資
産
家

の
友
人
に
恵
ま
れ
た
庇
護
を
受
け
る
環
境
か
ら
、
吹
雪
の
中
へ
一
人
で
出
立
し
、

そ
の
先
に
は
茨
の
道
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
こ
へ
踏
み
出
し
て
い
く
澪
子
の

姿
は
悲
哀
に
彩
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
経
験
し
た
幾
つ
も
の
不
幸
を
乗
り
越
え
、

自
分
の
足
で
歩
み
だ
そ
う
と
す
る
た
く
ま
し
さ
も
帯
び
て
い
る
。
旅
立
つ
列
車
の

窓
か
ら
澪
子
は
、
引
き
止
め
よ
う
と
す
る
不
二
子
と
堅
く
手
を
握
り
、
ま
た
不
二

子
に
贈
ら
れ
た
ツ
イ
ー
ド
地
の
コ
ー
ト
だ
け
は
何
と
か
受
け
取
る
が
、
守
彦
か
ら

の
高
価
な
銀
狐
の
襟
巻
き
の
贈
り
物
は
落
ち
て
「
フ
ォ
ー
ム
の
雪
の
上
に
粉こ
な
ゆ
き雪

に

ま
ぶ
れ
た
」。こ
れ
は
不
二
子
と
の
友
情
だ
け
は
か
ろ
う
じ
て
守
ら
れ
て
い
く
こ
と

の
暗
示
と
な
っ
て
い
る
。
澪
子
に
は
自
ら
の
勉
学
で
得
た
教
員
資
格
も
あ
り
、
農

園
で
農
村
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
託
児
所
を
計
画
す
る
実
務
能
力
も
あ
り
、
巴
里

に
離
れ
て
い
る
と
は
い
え
夫
も
い
る
。
そ
こ
に
不
二
子
と
の
絆
を
信
じ
る
心
が
あ

れ
ば
、自
力
で
未
来
を
切
り
開
く
こ
と
も
可
能
だ
と
物
語
は
示
唆
し
て
い
る
。「
燃

ゆ
る
花
」
で
外
部
社
会
を
拒
絶
し
、
聖
な
る
場
で
あ
る
寄
宿
舎
か
ら
動
か
ず
に
滅

び
を
選
ん
だ
片
岡
夫
人
と
み
ど
り
と
は
ま
た
異
な
る
、
澪
子
の
今
後
が
想
像
さ
れ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
燃
ゆ
る
花
」
と
『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
を
比
較
す
る
と
、
物
語
中

で
吹
雪
の
場
面
が
効
果
的
に
使
わ
れ
た
り
、「
み
ど
り
」
と
い
う
名
が
無
垢
な
者

の
名
前
で
あ
っ
た
り
す
る
共
通
点
は
あ
る
も
の
の
、
何
よ
り
も
主
人
公
の
生
き
る

姿
勢
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
村
岡
を
は
じ
め
と
す
る
、
吉
屋
の
周
囲
の

女
性
た
ち
の
生
き
方
に
よ
る
感
化
も
あ
る
だ
ろ
う
。
村
岡
花
子
は
婚
家
の
倒
産
と

愛
児
の
死
と
い
う
悲
運
を
の
り
こ
え
、
文
筆
業
に
邁
進
し
、
佐
佐
木
信
綱
門
下
の

渡
辺
と
め
子
主
幹
の
『
火
の
鳥
』（
一
九
二
八
［
昭
和
三
］
年
創
刊
）
同
人
に
な
っ
た

り
、自
ら
『
家
庭
』
と
い
う
雑
誌
を
創
刊
（
一
九
三
〇
）
し
た
り
し
て
い
る
。
柳
原

白
蓮
は
出
奔
事
件
後
、
宮
崎
と
家
庭
を
持
ち
二
人
の
子
ど
も
を
育
て
つ
つ
、
病
気

が
ち
な
夫
を
支
え
て
や
は
り
盛
ん
に
執
筆
活
動
を
行
っ
て
い
る（

（
（

。「
燃
ゆ
る
花
」に

関
連
し
た
二
人
の
女
性
は
い
ず
れ
も
逆
境
に
負
け
ず
、自
ら
の
運
命
を
引
き
受
け
、

村
岡
が
述
べ
る
よ
う
に
「
起
き
よ
、
光
を
放
て（

（
（

」
と
い
う
内
心
の
声
に
従
い
、
人

吉
屋
信
子
「
燃
ゆ
る
花
」『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
と
柳
原
白
蓮
、
村
岡
花
子
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シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
中
で
ミ
ス
・
ワ
グ
ナ
ー
の
「
気
高
い
」
姿
勢
に
守
ら
れ
て
い

る
生
徒
達
も
、
大
人
に
な
れ
ば
寄
宿
舎
を
出
て
、
金
に
左
右
さ
れ
る
世
の
な
ら
い

に
従
い
、
意
に
沿
わ
ぬ
結
婚
な
ど
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
事

態
を
悲
歎
す
る
片
岡
夫
人
は
、
た
と
え
今
後
「
片
岡
の
長
者
」
の
追
っ
手
か
ら
逃

れ
た
と
し
て
も
、
金
銭
至
上
主
義
の
俗
世
で
汚
れ
て
い
く
だ
け
の
生
き
方
し
か
残

さ
れ
て
い
な
い
と
、
観
念
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
信
奉
者
の
み
ど
り
も
道
連

れ
に
し
て
夫
人
が
死
を
選
ぶ
さ
ま
は
、「
魔
女
」
と
呼
ば
れ
る
に
相
応
し
い
恐
ろ
し

い
末
路
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
夫
人
の
苦
悩
と
絶
望
は
深
か
っ

た
の
だ
と
物
語
は
訴
え
る
。

　
こ
れ
を
「
燃
ゆ
る
花
」
発
表
二
年
半
後
の
、
現
実
の
白
蓮
の
出
奔
事
件
と
比
較

す
る
と
、
白
蓮
は
絶
縁
状
を
敢
然
と
公
開
し
て
伝
右
衛
門
の
邸
宅
か
ら
脱
出
し
、

片
岡
夫
人
の
よ
う
に
は
自
滅
せ
ず
に
宮
崎
龍
介
と
の
人
生
を
生
き
直
し
た
。
し
か

し
考
え
れ
ば
そ
れ
も
、
新
し
い
夫
と
な
る
理
解
者
の
男
性
を
得
た
か
ら
こ
そ
、
可

能
で
あ
っ
た
選
択
と
み
な
せ
よ
う
。
白
蓮
一
人
で
は
邸
宅
を
出
て
夫
に
離
婚
を
迫

る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
現
実
世
界
で
男
性
の

援
助
を
得
て
生
き
延
び
て
い
く
白
蓮
と
、
悲
劇
に
終
わ
る
「
燃
ゆ
る
花
」
の
片
岡

夫
人
と
の
差
異
は
、
当
時
の
女
性
が
置
か
れ
て
い
た
困
難
の
多
い
立
場
を
よ
り
強

く
訴
え
か
け
る
。「
燃
ゆ
る
花
」
が
、い
わ
ゆ
る
白
蓮
事
件
よ
り
も
前
に
発
想
さ
れ

た
と
い
う
発
見
は
、
作
品
鑑
賞
の
新
し
い
視
座
を
開
く
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
次
に
『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
の
澪
子
の
生
き
方
を
考
え
た
い
。『
暴
風
雨
の
薔
薇
』

の
澪
子
は
、
夫
の
隠
し
子
や
愛
児
の
死
と
い
う
度
重
な
る
不
幸
に
遭
遇
し
て
苦
し

み
、
最
後
に
は
親
友
と
も
決
別
し
て
吹
雪
の
中
へ
飛
び
出
し
て
い
く
。「
燃
ゆ
る

花
」
で
は
、
物
語
の
冒
頭
に
片
岡
夫
人
が
吹
雪
の
中
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に

た
ど
り
着
く
が
、『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
で
は
結
末
場
面
で
、
澪
子
は
吹
雪
の
中
、
不

二
子
の
元
か
ら
旅
立
つ
。
自
ら
の
恋
が
招
い
た
結
果
と
は
い
え
、
澪
子
は
資
産
家

の
友
人
に
恵
ま
れ
た
庇
護
を
受
け
る
環
境
か
ら
、
吹
雪
の
中
へ
一
人
で
出
立
し
、

そ
の
先
に
は
茨
の
道
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
こ
へ
踏
み
出
し
て
い
く
澪
子
の

姿
は
悲
哀
に
彩
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
経
験
し
た
幾
つ
も
の
不
幸
を
乗
り
越
え
、

自
分
の
足
で
歩
み
だ
そ
う
と
す
る
た
く
ま
し
さ
も
帯
び
て
い
る
。
旅
立
つ
列
車
の

窓
か
ら
澪
子
は
、
引
き
止
め
よ
う
と
す
る
不
二
子
と
堅
く
手
を
握
り
、
ま
た
不
二

子
に
贈
ら
れ
た
ツ
イ
ー
ド
地
の
コ
ー
ト
だ
け
は
何
と
か
受
け
取
る
が
、
守
彦
か
ら

の
高
価
な
銀
狐
の
襟
巻
き
の
贈
り
物
は
落
ち
て
「
フ
ォ
ー
ム
の
雪
の
上
に
粉こ
な
ゆ
き雪

に

ま
ぶ
れ
た
」。こ
れ
は
不
二
子
と
の
友
情
だ
け
は
か
ろ
う
じ
て
守
ら
れ
て
い
く
こ
と

の
暗
示
と
な
っ
て
い
る
。
澪
子
に
は
自
ら
の
勉
学
で
得
た
教
員
資
格
も
あ
り
、
農

園
で
農
村
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
託
児
所
を
計
画
す
る
実
務
能
力
も
あ
り
、
巴
里

に
離
れ
て
い
る
と
は
い
え
夫
も
い
る
。
そ
こ
に
不
二
子
と
の
絆
を
信
じ
る
心
が
あ

れ
ば
、自
力
で
未
来
を
切
り
開
く
こ
と
も
可
能
だ
と
物
語
は
示
唆
し
て
い
る
。「
燃

ゆ
る
花
」
で
外
部
社
会
を
拒
絶
し
、
聖
な
る
場
で
あ
る
寄
宿
舎
か
ら
動
か
ず
に
滅

び
を
選
ん
だ
片
岡
夫
人
と
み
ど
り
と
は
ま
た
異
な
る
、
澪
子
の
今
後
が
想
像
さ
れ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
燃
ゆ
る
花
」
と
『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
を
比
較
す
る
と
、
物
語
中

で
吹
雪
の
場
面
が
効
果
的
に
使
わ
れ
た
り
、「
み
ど
り
」
と
い
う
名
が
無
垢
な
者

の
名
前
で
あ
っ
た
り
す
る
共
通
点
は
あ
る
も
の
の
、
何
よ
り
も
主
人
公
の
生
き
る

姿
勢
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
村
岡
を
は
じ
め
と
す
る
、
吉
屋
の
周
囲
の

女
性
た
ち
の
生
き
方
に
よ
る
感
化
も
あ
る
だ
ろ
う
。
村
岡
花
子
は
婚
家
の
倒
産
と

愛
児
の
死
と
い
う
悲
運
を
の
り
こ
え
、
文
筆
業
に
邁
進
し
、
佐
佐
木
信
綱
門
下
の

渡
辺
と
め
子
主
幹
の
『
火
の
鳥
』（
一
九
二
八
［
昭
和
三
］
年
創
刊
）
同
人
に
な
っ
た

り
、自
ら
『
家
庭
』
と
い
う
雑
誌
を
創
刊
（
一
九
三
〇
）
し
た
り
し
て
い
る
。
柳
原

白
蓮
は
出
奔
事
件
後
、
宮
崎
と
家
庭
を
持
ち
二
人
の
子
ど
も
を
育
て
つ
つ
、
病
気

が
ち
な
夫
を
支
え
て
や
は
り
盛
ん
に
執
筆
活
動
を
行
っ
て
い
る（

（
（

。「
燃
ゆ
る
花
」に

関
連
し
た
二
人
の
女
性
は
い
ず
れ
も
逆
境
に
負
け
ず
、自
ら
の
運
命
を
引
き
受
け
、

村
岡
が
述
べ
る
よ
う
に
「
起
き
よ
、
光
を
放
て（

（
（

」
と
い
う
内
心
の
声
に
従
い
、
人

吉
屋
信
子
「
燃
ゆ
る
花
」『
暴
風
雨
の
薔
薇
』
と
柳
原
白
蓮
、
村
岡
花
子
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生
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
澪
子
の
背
後
に
は
、
女
性
に
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
を
強
い
る
社
会
の
中
で
、
自
ら
の
意
思
を
も
っ
て
生
き
抜
こ
う
と
す
る
実
在

の
女
性
た
ち
の
姿
が
あ
る
。
そ
の
姿
を
背
後
に
控
え
、
主
人
公
の
苦
闘
と
そ
の
先

の
希
望
を
提
示
す
る
作
品
を
発
表
し
続
け
た
か
ら
こ
そ
、
吉
屋
信
子
は
女
性
読
者

の
広
汎
な
支
持
を
得
て
、
人
気
作
家
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
周
知
の
よ
う
に
村
岡
は
、
昭
和
戦
前
期
の
子
ど
も
向
け
ラ
ジ
オ
番
組

（
一
九
三
二
～
一
九
四
一
）
や
戦
後
の
『
赤
毛
の
ア
ン
』
の
翻
訳
（
一
九
五
二
）
で

大
変
著
名
に
な
っ
た
。
そ
の
村
岡
が
一
九
六
八
年
に
亡
く
な
っ
た
時
、
弔
辞
を
読

ん
だ
の
は
吉
屋
信
子
で
あ
る
。

　注
記

（
1
）
神
戸
啓
多
「
差
異
が
拓
く
〈
聖
域
〉
―
―
吉
屋
信
子
『
花
物
語
』「
燃
ゆ
る
花
」
と
「
心

の
花
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
関
西
近
代
文
学
』
三
号
、
二
〇
二
四
年
三
月
。

（
2
）『
女
人

　
吉
屋
信
子
』
終
章
「
私
の
見
た
人
・
吉
屋
信
子
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
吉
武
が

吉
屋
に
会
っ
た
の
は
東
映
の
宣
伝
部
勤
務
の
昭
和
三
五
年
、試
写
会
に
招
待
し
た
一
度
だ

け
で
あ
る
と
い
う
。

（
3
）
こ
の
時
、
瓦
礫
の
中
か
ら
儆
三
の
弟
の
時
計
の
鎖
だ
け
が
見
つ
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

吉
屋
『
空
の
彼
方
へ
』（
一
九
二
八
年
六
月
、
新
潮
社
）
の
長
姉
の
銀
メ
タ
ル
が
震
災
の

焼
け
跡
か
ら
見
つ
か
る
話
に
生
か
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
4
）
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵
・
吉
屋
信
子
文
庫
の
「「
暴
風
雨
の
薔
薇
」
創
作
ノ
ー
ト
」
に
よ

れ
ば
、
当
初
は
「
秋
の
薔
薇
」
或
い
は
「
女
性
時
代
」
と
題
す
る
案
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

（
5
）（
注
１
）
に
同
じ
。
な
お
こ
の
論
で
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
「
制
度
や
規
範
と
結
託

し
抱
き
込
ま
れ
て
い
こ
う
と
す
る
空
間
」
と
意
味
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
「
燃
ゆ
る
花
」

作
中
に
記
載
は
な
い
も
の
の
、当
時
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
政
府
の
方
針
に
よ
る
「
外

国
人
教
師
の
排
斥
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
は
公
認
資
格
を
得
ら
れ
な
い
な
ど
の
逆
境

の
中
」（『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』「
第
2
章

　
英
米
文
学
と
の
出
会
い
」
五
一
ペ
ー
ジ
）
に

あ
っ
た
が
、モ
デ
ル
と
な
っ
た
東
洋
英
和
女
学
校
は
「
政
府
か
ら
再
三
の
圧
力
が
加
え
ら

れ
た
が
、
校
長
に
就
任
し
た
ミ
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ア
は
、
文
部
省
の
通
牒
を
握
り
つ
ぶ

し
、徹
底
し
た
キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
英
語
教
育
を
貫
い
た
」
と
い
う
（
村
岡
恵
理
『
花
子

と
ア
ン
へ
の
道

　
本
が
好
き
、
仕
事
が
好
き
、
ひ
と
が
好
き
』
新
潮
社
、
二
〇
一
四
年
六

月
、
三
八
ペ
ー
ジ
）。
教
育
制
度
を
維
持
す
る
点
で
は
「
制
度
や
規
範
」
内
の
組
織
で
は

あ
っ
た
が
、
女
子
教
育
を
実
践
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
、
国
家
と
対
峙
す
る
面
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

（
6
）
白
蓮
の
娘
・
宮
崎
蕗
苳
は
「
昭
和
の
初
め
」、「
父
は
結
核
で
臥
せ
っ
て
お
り
、
母
が
文
筆

活
動
を
し
て
家
計
を
支
え
て
い
た
」「
随
筆
と
か
、
小
説
と
か
、
短
歌
と
か
」
と
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
述
べ
て
い
る
。（
宮
崎
蕗
苳
「
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
家
族
の
日
々
を
語
る
」

宮
崎
蕗
苳
監
修
『
柳
原
白
蓮
の
生
涯

　
愛
に
生
き
た
歌
人
』
所
収
、
河
出
書
房
新
社
、

二
〇
一
五
年
一
一
月
、
一
〇
二
ペ
ー
ジ
）。

（
7
）
村
岡
花
子
「
序
」『
道
雄
を
中
に
し
て
』
所
収
、
非
売
品
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年

一
二
月
。

（
日
本
大
学
文
理
学
部
特
任
教
授
）

一
一
六

佐
々
木
指
月
の
妻
ト
メ
の
ア
メ
リ
カ

 
 

―
―
雑
誌
『
婦
人
界
』（
一
九
一
八
）
へ
の
寄
稿
を
中
心
に

　

堀 

ま
ど
か

　

「
ア
メ
リ
カ
、
金
、
女
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
俗
物
的
に
も
み
え
る
が
、
ア
メ
リ
カ

社
会
の
光
と
闇
を
描
き
、
す
ぐ
れ
た
日
米
文
化
比
較
論
で
あ
り
、
そ
し
て
禅
を
伝

え
る
痛
快
な
説
法
の
形
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、《
近
代
文
明
が
生
ん
だ
唯
一
の
随
筆

詩
人
》
だ
と
評
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り（

（
（

、『
中
央
公
論
』
の
「
三
羽
烏
」
の
一
人
と
み

な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る（

（
（

。

　
た
だ
、
多
く
の
執
筆
が
残
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
佐
々
木
指
月
の
ア
メ

リ
カ
で
の
実
生
活
や
経
歴
に
つ
い
て
は
、
不
明
瞭
な
部
分
が
多
い
。
本
人
が
自
ら

の
実
態
を
赤
裸
々
に
書
く
こ
と
を
避
け
て
い
る
し
、
経
緯
や
経
歴
を
精
密
に
辿
れ

な
い
部
分
が
多
い
の
で
あ
る
。
生
粋
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
で
あ
っ
た
指
月
の
文

芸
作
品
に
は
巧
み
な
創
作
性
や
抽
象
性
が
あ
り
、
且
つ
、
正
確
ら
し
い
固
有
名
詞

で
書
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
当
時
の
現
地
の
事
情
を
知
ら
な
い
者
に
と
っ
て
把

握
し
に
く
い
点
が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
な
佐
々
木
指
月
の
見
え
ざ
る
経
歴
や
執
筆
を
逆
照
射
す
る
意
味
で
、

本
稿
で
紹
介
す
る
妻
ト
メ
の
執
筆
物
は
重
要
で
あ
る
。
佐
々
木
指
月
を
紹
介
し
た

一
九
一
八
年
七
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
邦
字
新
聞
『
紐
育
新
報
』（T

he Japanese 

T
im

es; N
Y

）
の
記
事
の
な
か
で
は
、妻
ト
メ
に
つ
い
て
、《
沙
港
で
湖
畔
の
ス
ヰ
ー

ト
ホ
ー
ム
を
解
散
し
て
か
ら
夫
人
は
二
兒
を
撫
育
す
る
傍
良
人
に
關
す
る
創
作
を

文
藝
倶
樂
部
に
發
表
し
た
事
が
あ
る（

（
（

。》と
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
筆

者
は
、『
文
藝
倶
樂
部
』
の
中
に
は
ト
メ
の
寄
稿
や
創
作
を
見
つ
け
ら
れ
て
い
な

一

　は
じ
め
に

　
佐
々
木
指
月
（
一
八
八
二
～
一
九
四
五
）
は
、戦
前
の
ア
メ
リ
カ
で
禅
を
布
教
し
た

パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
日
米
の
は
ざ
ま
を
生
き
た
文
化
人
で
あ
る
。
幼
名
は
佐
々

木
栄
多
で
、「
指
月
」
は
禅
の
道
号
、
ア
メ
リ
カ
で
は
曹
渓
庵
（Sokei-an

）
の
名

前
で
知
ら
れ
る
。
近
年
で
は
、
指
月
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
逝
去
す
る
直
前
に
に
再

婚
し
た
弟
子
の
ル
ー
ス
・
フ
ラ
ー
・
佐
々
木
（
一
八
九
二
～
一
九
六
七
）
の
ほ
う
が

知
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い（

（
（

。

　
佐
々
木
指
月
は
、
臨
済
禅
の
正
統
な
系
譜
を
継
ぐ
禅
僧
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、

芸
術
家
で
も
あ
っ
た
。
禅
者
の
側
面
（
禅
の
布
教
、
日
英
両
言
語
で
の
講
話
や
翻
訳
執

筆
を
含
め
る
）
に
加
え
て
、
芸
術
の
側
面
（
彫
刻
家
、
画
家
、
美
術
工
芸
の
修
理
修
復

の
技
術
者
）、
文
芸
の
側
面
（
詩
人
、
随
筆
家
、
小
説
家
）
な
ど
、
多
面
的
な
顔
を
も

ち
な
が
ら
日
米
を
行
き
来
し
て
多
彩
に
活
躍
し
た
。
彼
の
禅
仏
教
に
関
す
る
英
語

で
の
講
演
録
や
翻
訳
・
解
説
に
つ
い
て
は
、
戦
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
米
国
第
一

禅
堂
に
の
こ
っ
た
弟
子
た
ち
が
長
い
年
月
を
か
け
て
整
理
し
記
録
し
て
き
た（

（
（

。
だ

が
、
彼
の
芸
術
面
・
文
芸
面
は
戦
後
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
境
界
を
生
き
た
指
月
が
日
本
や
ア
メ
リ
カ
移
民
地
に
残
し
た
文
芸
作
品
は
膨
大

で
、
じ
つ
は
同
時
代
に
お
い
て
は
人
気
が
あ
っ
た
。
彼
の
著
作
は
、
一
見
す
る
と

佐
々
木
指
月
の
妻
ト
メ
の
ア
メ
リ
カ

一
一
七

1416




